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業 種企 業 規 模 製造部門へのME機器導入状況導 入 検 討 中 関心なし 不 明 計 (企莱数 )
全 体※ 31.6 35.9 28.0 4.5 100.0(3,149)
食 品 15.9 44.3 36,4 3.4 100.0 (352)
放 経 .衣 服 22.2 37.3 34.9 5.6 100.0 (338)
木 材 .家 具 14.7 34.5 44.5 6.3 100ー0 (238)
印 刷 45.7 32.3 17.3 4.7 100.0 (127)
窯 業 .土 石 28.5 39.9 27.8 3.9 100.0 (281)
金 計 43.9 31.6 19.9 4.6 100.0(1,183)
鉄 鋼 .非 鉄 31.5 32.2 29.5 6.8 100.0 (146)
金 属 製 品 380 48 237 35 ー (316
属 一 般 機 器 47.0 30.9 18.1 4.0 100.0 (249)
撹 電 機 53.0 28.0 13.8 5.2 100ー0 (232)
械 輸 送 槙 器 -36.5 36.5 22.2 4.8 100.0 ( 63)
自 動 車 52.7 29,7 12.2 5.4 100ー0 ( 74)
精 密 49,5 . 29.1 17.5 3.9 100.0 (103)
プ ラ ス チ ッ ク 34.9 42.9 20.6 1.6 100.0 (126)
そ の 他 23.5 39.6 32.6 4.3 100.0 (417)
1 - 19 人 15.4 29.0 47.6 7.6 100.0 (628)
20 - 49 ^ 25.7 39.0 30.8 4.5 100_0(1,136)
50 - 99 人 36.6 38.8 20.8 3.8 100.0 (732)
100人以上 52.8 p33.7 ll.5 1.9 100.0 617)







































































































































生 産 設 計 生産技術情報管理
･工 程 設 計 .生 産 技 祷 標 準




･生 産 計 画
･基 準 生 産 日 程
･賢 材 所 要 量 計 画
･作業スケジューt) ./ グ








自 動 化 シ _ス テ ム
工 程 制 御 シ ス テ ム
l .工程監視 .トラツキガ
= = 二 二 二二 二 ∵ 二 = =
Ⅱ






























































































































































































































































































オー トローダ ･天井走行形ロボットともいうべきもの ･レイアウト上の制約をうけるo
で､軸､歯車類の丸物の搬送と供給を ･枚械の中心軸とオートローダの走行レ
同時に行うo -ルの方向とを一致させる必要があるo




























































































































phase ユl/-)-.7リンク践縫 総 合 エ ソ ジ ニ 7 リン グの 業 務
phase-l～ 匡∃謂 志定 巴 医 号リテ十 と ∃ 匡 璽 司(勤 システムの ･臼的,El漂条 .現状分析 .調査検討 .概念設計 .総合評価
目的とu控の 件 .1守米-守,洲J .データ解析 .研究開発計内 .課唱 ~
設定 ･評価の考え方 .ニーズの把探 .新システムの .プロジェクト .問摺}:I-.､
C2) 旧姓Il])易は JIiu､).叩;iな .flり甥の抽E.目 板念に兆づ く 計的:B 対策
純調査 ど .概念づくり 将来予測 .コスト
(卦 概念設計(本案代案 ) ･概念設計図 -才と仕的方式の新システムの 決定拭成と砥要 .実行可能試案技術の検討 立地､配置計CI) フィージビI)テ -スク
ディー ･fh-場､環境法 画




phase-∫ 匪 ゴ -E ∃ -画 一匪ナ -匡 国
① 校数秦の策 ･別学､技術的 .システムの括 .システム基本 .プit,ジエクト
五三､分析,実 解析 成 設計 基本計画
奴研究および ･経済､社会的 .総合開発計画 .運用システム .工程､予算､
投適システム 分析 .投資運用概算 の基本設計 資金計画
の決定 ･本案および代 .任所性､条件 .サブシステム .要EL 払拭
マスタープ 秦の策定 .環境､安全対 と構成校能の .クリティカル
ラン′ ･実5.)^i研兜､モ 策 決定 バ ス
(2) システム恭 デルブラ./ト .関連法呪､許 .椛成機器の主 .各桁組管理シ
本設計 テスト 孟だiJ都項 要諸元の決定 ステム
i:5) プロ-}エク ･運Fr]､経済性 .収益､コスト .7lPジエクト







phase-qⅣYlt 冒 ｢霜 ~表音 1 調 達 ｢盲す 巨 = 司 匡 ≡ 国
･トー タルシス .機軸､撰'J.P,- .土木 .試運転､提菜 .システムのu
.三;;警 ム ●謡 ､`誌 :荒 .覗 据 巨 := 耳 芝請 警 芸
の設計 電瞭 ) え付け .保証､教育 システムの稔
･要素機械 シ .輸送 .屯気､計装工 .サービス技術 合評LUJ-
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